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一 般 質 問

日本共産党

ムダをなくして

市民本位の効率的な財政運営を！

京増　藤江

表
代

問
質

◆
財
政
計
画
に
つ
い
て

問

地
方
分
権
改
革
推
進
に
よ

る
税
源
移
譲
、
地
方
交
付
税
削

減
、
国
庫
負
担
削
減
等
八
街
市

へ
の
影
響
は
ど
の
程
度
か
伺
う
。

市
長

平
成
19
年
度
決
算
に
お

い
て
、
普
通
交
付
税
、
臨
時
財

政
対
策
債
の
合
計
は
約
34
億
８

千
万
円
で
、
改
革
前
の
平
成
15

年
度
と
比
較
す
る
と
約
10
億
円

減
り
ま
し
た
。
ま
た
、
平
成
13

年
度
か
ら
臨
時
財
政
対
策
債
が

始
ま
っ
た
の
で
後
年
度
の
公
債

費
負
担
が
増
え
ま
す
。
国
庫
負

担
金
で
特
に
影
響
を
受
け
た
の

は
、
18
年
度
か
ら
児
童
手
当
が

３
分
の
２
か
ら
３
分
の
１
へ
、

ま
た
、
児
童
扶
養
手
当
が
４
分

の
３
か
ら
３
分
の
１
へ
の
負
担

率
の
削
減
で
す
。
平
成
19
年
度

の
本
格
的
税
源
移
譲
に
伴
う
本

市
へ
の
影
響
は
、
19
年
度
決
算

で
は
、
市
税
収
入
は
18
年
度
と

比
べ
る
と
約
７
億
６
千
万
円
増

の
約
73
億
２
千
万
円
で
す
。
こ

れ
は
、
住
民
税
の
所
得
割
の
税

率
が
10
パ
ー
セ
ン
ト
に
統
一
さ

れ
た
こ
と
と
、
定
率
減
税
の
廃

止
等
に
よ
り
ま
す
。
し
か
し
、

18
年
度
と
比
較
す
る
と
所
得
譲

与
税
が
約
５
億
４
千
万
円
、
減

税
補
て
ん
債
が
６
千
７
３
０
万

円
の
皆
減
、
地
方
特
例
交
付
金

が
約
１
億
４
千
万
円
の
減
で
合

計
７
億
４
千
７
３
０
万
円
減
り

ま
し
た
。
そ
の
他
、
地
方
交
付

税
、
臨
時
財
政
対
策
債
で
も
約

２
億
６
千
万
円
以
上
減
っ
た
の

で
今
ま
で
以
上
に
財
源
不
足
で

す
。

問

市
の
財
政
が
苦
し
い
の

は
、
国
か
ら
入
る
お
金
が
10
億

円
減
っ
た
か
ら
で
、
国
に
た
い

し
元
に
戻
す
よ
う
求
め
る
べ
き

と
考
え
る
が
如
何
か
。

財
政
課
長

県
等
の
協
議
の
中

で
伝
え
て
い
ま
す
。

問

市
民
負
担
増
と
市
民
サ
ー

ビ
ス
を
削
減
す
る
集
中
改
革
プ

ラ
ン
が
始
ま
っ
て
４
年
、
年
金

給
付
減
、
定
率
減
税
廃
止
、
税

源
移
譲
な
ど
に
よ
り
市
民
負
担

は
総
額
11
億
１
千
万
円
増
え

た
。
所
得
が
２
０
０
万
円
以
下

の
人
が
約
７
割
を
占
め
て
い
る

八
街
市
は
、
19
年
度
に
お
け
る

住
民
税
の
収
納
率
は
77
・
58
パ

ー
セ
ン
ト
、
国
保
税
は
過
年
度

分
を
含
め
る
と
、
45
・
69
パ
ー

セ
ン
ト
と
相
変
わ
ら
ず
低
く
、

市
民
負
担
増
と
物
価
高
で
市
民

生
活
は
成
り
立
た
な
く
な
っ
て

い
る
。
市
の
進
め
る
集
中
改
革

プ
ラ
ン
は
、「
一
生
懸
命
働
い

て
も
い
い
こ
と
は
な
い
。
長
生

き
し
た
く
な
い
」、「
負
担
ば
か

り
増
え
て
、
老
後
に
何
の
楽
し

み
も
な
い
」
な
ど
、
市
民
か
ら

生
き
る
希
望
ま
で
奪
っ
て
い

る
。
集
中
改
革
プ
ラ
ン
の
先
頭

に
立
つ
市
長
は
、
率
先
し
て
無

駄
を
な
く
す
努
力
を
す
べ
き
で

あ
る
。
農
家
が
い
ら
な
い
と
言

っ
て
い
る
中
央
用
水
事
業
の
凍

結
、
市
長
報
酬
の
削
減
、
市
長

の
豪
華
な
公
用
車
の
処
分
等
、

無
駄
を
な
く
し
て
市
民
本
位
の

効
率
的
な
財
政
運
営
を
求
め
る

が
如
何
か
。

市
長

北
総
中
央
用
水
事
業
は

滝
台
、
山
田
台
、
西
林
地
区
の

３
ヵ
所
に
調
整
水
槽
が
建
設
さ

れ
、
調
整
水
槽
か
ら
地
区
の
既

存
揚
水
機
場
に
接
続
す
れ
ば
利

用
で
き
ま
す
。
地
下
水
の
水
位

低
下
等
に
よ
り
、
中
央
用
水
の

水
利
用
は
必
要
で
あ
り
、
継
続

し
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま

す
。
市
長
報
酬
は
妥
当
な
金
額

で
あ
り
減
額
す
る
予
定
は
あ
り

ま
せ
ん
。市
長
車
に
つ
い
て
は
、

今
の
車
を
長
く
乗
る
こ
と
が
一

番
経
済
的
で
す
。

◆
次
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

問

次
期
基
本
計
画
に
つ
い
て

伺
う
。
計
画
は
、
格
差
・
貧
困

に
苦
し
む
市
民
の
生
活
に
軸
足

を
置
い
た
計
画
が
求
め
ら
れ
て

い
る
。
子
育
て
支
援
の
充
実
に

つ
い
て
、
小
学
校
卒
業
ま
で
の

医
療
費
無
料
化
を
求
め
る
が
如

何
か
。

市
長

当
面
、
現
行
の
制
度
で

実
施
い
た
し
ま
す
。

問

冠
水
対
策
強
化
を
求
め

る
。
特
に
、
大
関
貯
水
池
、
太

陽
団
地
付
近
は
、
両
地
域
共
に

大
雨
の
た
び
に
被
害
を
受
け
て

い
る
。
先
の
答
弁
で
は
、
平
成

24
年
度
か
ら
第
３
雨
水
幹
線
の

整
備
を
す
る
と
の
こ
と
だ
が
待

て
な
い
。
ま
た
、
土
の
う
で
は

対
応
で
き
な
い
。
大
関
、
太
陽

団
地
の
両
地
域
に
貯
水
池
を
設

置
ま
た
は
増
設
な
ど
し
て
、
被

害
を
な
く
す
た
め
の
抜
本
的
な

対
策
を
求
め
る
が
如
何
か
。

市
長

太
陽
団
地
付
近
に
つ
い

て
は
、
大
池
第
３
雨
水
幹
線
の

早
期
完
成
が
抜
本
的
な
改
善
策

で
あ
る
。
大
関
地
区
は
、
調
整

池
を
３
ヵ
所
設
置
し
て
い
る
が
、

十
分
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
今
後

は
、
文
違
１
号
線
の
下
流
側
水

路
の
補
修
や
改
修
、
新
た
な
調

整
池
の
確
保
等
に
努
力
し
ま
す
。

問

市
民
の
命
と
暮
ら
し
を
守

る
こ
と
が
市
の
仕
事
で
あ
る
。

核
施
設
の
用
地
買
い
戻
し
の
た

め
の
補
正
予
算
は
約
３
億
円
で

あ
る
。
今
、
買
い
戻
さ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
理
由
は
あ
る
の

か
。
ぜ
ひ
貯
水
池
を
つ
く
っ
て

い
た
だ
き
た
い
。

財
政
課
長

平
成
22
年
ま
で
に

一
括
で
買
い
戻
す
契
約
を
し
て

い
ま
す
が
、
利
息
だ
け
で
２
億

６
千
万
円
に
な
る
の
で
、
前
倒

し
で
買
い
戻
し
て
き
ま
し
た
。

今
回
の
補
正
に
よ
り
、
３
千
数

百
万
円
の
利
息
を
軽
減
で
き
ま

す
。

◆
教
育
問
題
に
つ
い
て

問

不
登
校
対
策
に
つ
い
て
伺

う
。
八
街
市
で
は
不
登
校
の
児

童
生
徒
が
２
６
３
人
で
前
年
度

よ
り
増
え
た
。
こ
の
中
で
、
適

応
教
室
等
へ
の
対
応
は
小
学
生

８
パ
ー
セ
ン
ト
、
中
学
生
は
１

割
強
で
あ
る
。
学
校
に
行
き
た

く
て
も
行
け
な
い
子
供
た
ち
の

行
き
場
が
な
い
。
小
学
校
に
教

職
員
を
配
置
し
た
居
場
所
を
設

置
す
る
よ
う
求
め
る
が
ど
う
か
。

教
育
長

校
内
適
応
教
室
が
小

学
生
に
不
登
校
対
策
と
し
て
有

効
か
ど
う
か
、
今
後
検
討
し
ま

す
。
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